　ほぼ週刊コラム　「Partnership論」　その８９
「人間の尊厳」と「共通善」
～～西洋社会の本質を紐解くためのキーワード～～

2014.04.11 rev.2齋藤旬
今週は三頁もののパワーポイントだけを披露する。内容は、「人間の尊厳」と「共通善」の二つのキーワードから、西洋社会とは何なのか、その本質に迫ろうというものだ。
　次次頁からパワーポイントの各頁を貼り付けておいたので、そちらを見て頂ければ、内容はお分かりいただけると思うが、かいつまんで概要を述べておく。

　

　最初に、ヨハネ・パウロ二世1991年回勅『百周年』第34段落の文章を引用して、「人間の尊厳」とは何なのかを考える。

　ここでは、「人間の尊厳」とはsomethingである、ということを掴んでいただきたい。即ち、ヨハネ・パウロ二世が言うところの、『その個人の崇高な尊厳（his lofty dignity）に由来し、その個人が人間であるが故に義務づけられるsomething』が、「人間の尊厳」と一対一対応になることを掴んでいただきたい。一人一人が異なるsomethingを持つイメージだ。
　次に、集合論で使うベン図で、「人間の尊厳」即ちsomethingと「共通善」の包含関係を掴んでいただきたい。「要素と母集合の関係」というイメージを掴んでいただきたい。
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　共通善が母集合で、各somethingはその母集合の要素となっている。この様な要素somethingを小さな青丸（　　）で示した。或るsomethingは他のsomethingと重なることがあるが、一つ一つ違うものだ。大きさも占める領域も、一つとして同じものは無い。また、全てのsomethingは、母集合{共通善}に含まれることも覚えておいていただきたい。
　最後に「まとめ」を示した。これはそのまま下にペーストしておこう。

A) 【超越性】：　「共通善」は、人知を超越した部分を持つ。
B) 【唯一無二性】：　somethingは、人によって異なる。
C) 【包摂性】：　全てのsomethingは、「共通善」に含まれる。
somethingの定義（ヨハネ・パウロ二世1991年回勅『百周年』第34段落）：
その個人の崇高な尊厳に由来し、その個人が人間であるが故に義務づけられる「何か」。
D) 【真贋判定困難】：　A)B)C)により、真贋判定困難というデメリットを生じる。
即ち、或る未知のsomething候補が「共通善」に含まれないことを、人間は既得知識によって判定できない。例えば、ヒトラーの活動をその当初からは排除しきれなかったが、この様な「危険」が伴う。
E) 【一つの真贋判定方法】：　或る未知のsomething候補が「共通善」に含まれることを、人間達のjust且つrightなclose collaboration(*)　によって確認できる。即ち、或る未知のsomething候補に複数人の賛同者が現れた場合、それが「共通善」に含まれると仮定して一時的にfairなjustice(*)　を適用せず、賛同者達によるclose collaborationを容認ないし支援し、その成果が広く人々に受け入れられるかどうかを経過観察すれば、その真贋を判定できる。
(*)　justまたはjusticeとは、当事者間で合意され正当とされる、を意味する。
　 rightとは、naturalに（自然に、本質的に）正しい、即ち、「共通善に含まれる」、を意味する。
　 close collaborationとは、親密協業、即ち、間主観性領域での合意を伴う協業活動、を意味する。
F) 【Innovation促進】：　E)に示した真贋判定方法を上手く機能させれば、Innovation促進というメリットを生じる。
G) 【希望の共有】：　何の確証もないことだが、F)のメリットがD)のデメリットを上回るとの「希望」、即ち、人間達は共通善の全体像に迫ることが出来るという「希望」が、西洋社会では共有されている。
　そして結論を最下部に四角で囲って示した。即ち、「言い換えれば、G)に示した「希望」が共有されているのが「西洋社会」である、と言える。」というのが、今週号の結論だ。

　上記のE) 【一つの真贋判定方法】も味わって読み返していただきたい。これは、なぜ西洋社会にだけPartnershipという組織形態が生じたのか、その謎を解くカギとなる箇所だ。
　また、E) 【一つの真贋判定方法】の意味するところを分かっていただけた読者には、「人間の尊厳」だけを導入した中国の行く末が心配になってくるはずだ。即ち、真贋判定基準に「共通善」の重みを持たせないで、安易に「その成果が広く人々に受け入れられるかどうかを経過観察」だけして、本当に「善」なのかどうかの検討を怠っていると、例えば、リーマンショックの様なことが起こるのだ、と言うことを肝に銘じておく必要がある。
　サブプライムローンというのは、本来は個々に借り手の人柄を見て、本当に返済できそうなのかどうかを個々に判断すべきだ。直ぐに「一般債権」を生み出すものではない。「共通善」に叶うものとなるには、手間暇がかかるものだ。その「危ない」something候補を、終了したIT産業革命の次に、時期尚早に表舞台に出したことがブッシュ政権失策の核心だ。
　そう、「人間の尊厳」だけを導入した中国に今後、リーマンショックの様なことが起こるかもしれない。警戒しておくべきだと思う。

　では、以下のパワポ、ジックリ味わって下さい。今週は以上。来週も乞うご期待。
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